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会 社 紹 介



沿革①（創業～1989年）
１９７８年１０月 試作板金、溶接加工を主たる業として創立

１９７８年から アルミ溶接部品（シャーシ、フレーム、サスペンション、
ボディ、ガソリンタンクなど）
国産初のスーパーカー「童夢」ほかレーシングカー（ル・マン、
デイトナ、鈴鹿など）、およびレーシングバイクの車体、

フォーミュラーカー、モーターショー用ホワイトボディ製作

１９８５年 アルミ合金Ｔ６熱処理炉導入。構成部品のアルミ増大化傾向に対応

１９８６年 ２Ｄ－ＣＡＤ／ＣＡＭ導入

１９８７年４月 新（現）工場完成

１９８９年 ３Ｄ－ＣＡＤ／ＣＡＭ導入（オイクリッド）。

２Ｄ／３Ｄ－ＣＡＤ／ＣＡＭのＬＡＮ構築とＤＮＣ加工導入。



レーシングバイクのフレーム

ＨＯＮＤＡ ＲＳ２５０Ｒ



溶接ロボットの導入
高級乗用車シートフレームのアルミ化



マグネシウム自転車
テクノフロンティア愛知２００１テクノグランプリ受賞



折りたたみ自転車の開発
産学官共同開発＞工学院大学、愛知県産業技術研究所、斉藤工業



ガスタービンの燃焼器
第17回優秀板金製品技能フェア（職業訓練法人 アマダスクール）

 アマダ賞「金賞」受賞

 中央職業能力開発協会「会長賞」受賞



特殊レーザピーニング技術の開発
産学官共同研究開発事業



チタンタンクは
日本酒、醤油、酢などの醸造における

貯蔵

運搬

火入れ容器
などに最適

なーぜ？



チタンは
軽い （ 比重 ４．５ ）

錆びない

熱に強い
（ 融点 １６６８℃ ）

身体に安全



チタンタンクの基本構造

容器本体 締付金具・パッキン・蓋



チタンタンク規格
１８L（１０升）１１L（６升）５．５L（３升）



チタンタンク規格
１８L（１０升）１１L（６升）５．５L（３升）



製造工程 ①



製造工程 ②



火入れ作業試験（３升タンク）

ボイラーで過熱 ⇒ 氷水で急冷
75℃保温8分⇒タンク内の酒約68℃⇒タンク内の酒約12℃

（室温約１０℃、水温９℃）



今後の展開

価格設定および販売戦略の策定

製造コストの低減

タンク以外の商品開発（ぐい飲みなど）

特注品試作品の対応

実用新案および意匠登録の登録手続き
（実用新案登録済＞第３１５６９６２号）



チタン ぐいのみ





実用新案登録証
第３１５６９６２号




